
京都市基本計画審議会  第２回融合委員会 プロセスと成果 
 

第２回融合委員会の目的：「未来像の検討」 

 

成果の概要 

ワークショップ形式で開催した第１回融合委員会において出された未来像を２１のキーワー

ドに分類したものを検討素材として，京都が目指すべき未来像が検討されました。 

どの未来像が重要かという視点で２１のキーワードを融合しながら，概ね次の４つのカテゴ

リーに絞り込まれました。 

① 低炭素（温室効果ガスの排出量の少ない）の京都をつくる 

   急速な地球温暖化の進行を止めるために，森林などの自然環境の維持・増進，化石燃料

に依存しない交通，地域の特性を活かしたコンパクトシティの実現など，まち全体を持続

可能な低炭素（温室効果ガスの排出量の少ない）なまちにする。 

② 京都型経済モデルをつくる 

   「低炭素社会を先導する産業」，「デザイン，味，水等，京都の伝統文化を活かした産業」，

「観光産業」の３つが連鎖する新しい京都型経済モデルをつくる。 

③ 協力社会をつくる 

   色々なところに参加できる仕組みが整い，みんなが無理なく少しずつ努力することで，

自律的な地域コミュニティを育み，共に支えあうまちにする。 

 ④ 人材を育てる 

   国際的ビジネスリーダー，オピニオンリーダー，地域を支えるリーダーなど，①から③

の未来像を担う人材を育てる。 

 今後は，この成果を基に未来像をまとめ，第３回融合委員会では重点戦略が議論される予定

です。 

 

 

 

 

 

実施概要 

日 時 平成２１年１２月２２日（火）午前９時３０分～午前１１時４５分 

場 所 京都市国際交流会館（２階特別会議室） 

参加者 尾池会長，浅岡副会長，宗田融合委員会委員長，平井融合委員会副委員長 

（９名） 堀場委員（活性化部会部会長），秋月委員（活性化部会副部会長） 

    西岡委員（すこやか部会副部会長），塚口委員（まちづくり部会部会長） 

    松山委員（未来の担い手・若者会議Ｕ３５議長） 

 （市の参加者） 由木副市長，西村総合企画局長，柴山政策企画室長，大田京都創生推進部長 

議論の結果，未来像のキーワード
は４つのカテゴリーに分類され
ました。 

開会 

○尾池会長あいさつ 

議事１ 今後のスケジュールの検討 

 

 

当日のプロセス 

議事２ 若者会議Ｕ３５からの提案 

 若者会議Ｕ３５から，未来像及び重点戦略

について提案 

議事４ 今後の進め方について 

 共汗部会における発言を確認 

尾池会長が「国際都市とし
て，世界の中での京都を念頭
に置きながら，１０年後の未
来像を描こう」とあいさつ

① 人口減少や少子高齢化などの動かしが

たい深刻な与条件を確認 

② 「都市経営の理念」を確認 

宗田委員長から，都市経営の
理念である「地域主権時代の
モデル都市～京都発，京都流
～」を説明 

松山議長から，「みんなが無
理なく少しずつ努力するこ
とで作り上げる京都」などの
未来像や重点戦略を提案 

各委員から提案された未来
像のキーワードを，ホワイト
ボードに追加 

各委員から提案された未来像
のキーワードを，４つのカテゴ
リーに分類 

ワークショップ的手
法を用い，活発な議論
が交わされました。

塚口委員から，まちづくり部会
における意見が紹介されまし
た。 

議事３ 未来像の検討 

 

 

① 宗田委員長から，本日の目的を説明 

② 未来像のキーワードを追加 

③ 未来像のキーワードを融合し，４つの

カテゴリーに絞り込み 

（報告資料１）



未来像のキーワードの分類 
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住みやすいまちにする 

自律的な地域コミュニティ
を育む 

財政の健全化を図る 

京都への愛着や誇りを高め
る

子育てしやすいまちにする

地域の特性を活かしたコン
パクトシティを目指す

地下鉄など公共交通を優先
する

・水・味 
・デザイン 

共に支えあう社会にする 

歴史的景観を守り，活かす

文化と結びついた新たな産
業を生み出す 

持続可能な低炭素のまちに
する

歩いて楽しむまちにする 

低炭素（温室効果ガスの排出量の少ない）の京都をつくる 

京都型経済モデルをつくる 協力社会をつくる 

森を育てる 

低炭素社会を先導する産業 

京都ならではの質の高
い観光を提供する

京都ファンを育てる 

真のグローバル化 

大学・若者の力を引き出す

オピニオンリーダーを育て
る

市民参加を向上する 

道徳・倫理観を大切にする

（報告資料２）

世界に発信するビジネスリ
ーダーを育てる

地域を支えるリーダーを育
てる

（カテゴリーに含まれなかったキーワード） 

凡例 実線囲みは，第１回融合委員会ＷＳで出された未来像のキーワード 
   点線囲みは，第２回融合委員会で追加された未来像のキーワード 

健康的に生きる 京都独自の生活様式を
実践する

人々の交流を通じて新た
な雇用を創造する

人材を育てる 

歴史と文化で新たな産
業を生み出す

文化を守り，伝え，
育てる


